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町 の 人 口ー―、 

人 口 9,474 人 （減8) 

男 4,537 人 （増’7) 

女 4,937 人 （減15) 

世帯数 2,980世帯（減22) 

出生 9人 転入 64人 

死亡 12人 転出 69人 

(54年3月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（渡りぞめで開通を祝う住民たち・4 月13日） 

「上野橋」が開通 
木村さん・山本さん親子3代夫婦を先頭に渡りぞめ 

彦山川にかかる上野橋力咲三成し、 4月13日午前11時から盛大に開通式力折われました。 

上野橋は50年から同和対策事業で総工費約6億円をかけて新設されたもので、長さ217m、 

幅7.75mで片側に幅1.5mの歩道がついている。この橋の完成により、現庇建設中の田川～ 

直方線バイパスと赤池～小竹線バイパスが直結されたことになり、町の主要なかけ橋とな 

った。開通式では池永町長ら関係者によりテープカットされ、木村由夫さん（市場）、山本 

米市さん（赤池）親子3代夫婦を先頭に、4学校の鼓笛隊や地元住民か続いて渡りぞめを行 

いました。 
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町
議
会
議
員
十
八
人
決
ま
る
 

ー
 
ー
五
月
に
臨
時
町
議
会
を
開
催
ー
 

一 

四
月
十
五
日
に
告
ホ
さ
れ
た
赤
池
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
町
議
会
議
員
 

一
十
九
人
（
定
数
十
八
人
）
が
立
候
補
届
を
行
な
い
、
二
十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
 

〈
次
の
方
々
が
新
議
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

一 

投
票
率
は
九
十
三
、
七
九
智
と
い
う
高
い
も
の
で
し
た
。
 

麟
 

「
 

上野保育所が完成
上野保育所平面図 

-4 月4日より保育開始― 屋外遊戯場 

含一 

（清き一票を投じる有権者たち） 
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上
野
徳
市
に
同
和
対
策
事
業
で
総
工
 

費
約
七
千
七
百
三
十
万
円
の
保
育
所
が
 

去
る
三
月
二
十
日
完
成
し
、
四
月
四
日
 

よ
り
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
育
所
は
、
旧
保
育
所
が
建
設
 

後
約
二
十
八
年
が
経
過
し
、
狭
隆
な
敷
 

地
に
継
足
建
銃
木
で
あ
っ
た
た
め
、
園
児
 

の
保
育
施
設
の
管
理
運
営
に
非
常
に
不
 

優
所
 
押
入
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保育室 

保育室 
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保育室 保育室 遊戯室 

倉

庫

 
機
械
室
 

に
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保
健
室
 

休
憩
室
 

教員室 玄関

全 
’博】陣lト！巽え 

'' 

舞麟舞議舞編 

便
さ
と
児
童
の
健
 

全
育
成
の
面
か
ら
 

も
劣
悪
の
状
態
で
 

あ
っ
た
た
め
、
昨
 

新
し
く
決
ま
っ
た
議
員
十
八
人
の
人
 

た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
町
民
の
 

代
表
と
し
て
町
政
に
参
加
さ
れ
、
本
町
 

の
発
展
の
た
め
に
活
動
さ
れ
ま
す
。
 

町
議
会
は
、
定
例
会
が
年
四
回
（
六
 

月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月
）
に
開
か
 

.

 れ
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
 

臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
の
議
会
で
議
員
の
人
た
ち
は
、
町
 

の
条
例
の
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
決
算
 

の
認
定
な
ど
町
政
運
営
上
の
重
要
な
こ
 

と
が
ら
を
審
議
さ
れ
ま
す
。
 

新
し
い
町
議
会
議
員
に
よ
る
臨
時
町
 

議
会
が
五
月
中
に
開
か
れ
、
こ
の
中
で
 

議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
 

総
務
、
産
建
、
厚
生
の
三
つ
の
常
任
委
 

員
会
の
委
員
長
も
決
ま
り
ま
す
。
 

〈
町
議
会
議
具
 

五
十
音
順
 

〇
無
所
属
 
池
田
 

頼
（
新
）
 

o
 

” 

池
田
 
利
文
（
現
）
 

〇
 

ガ 

池
田
 

勝
（
現
）
 

〇
 

ク 

井
上
牛
之
助
（
現
）
 

〇
 

ガ 

浦
田
 

勇
（
現
）
 

〇
 

r 

木
村
 
信
行
（
新
）
 

〇
 

r 

清
原
 
義
則
（
現
）
 

〇
 

ガ 

小
松
千
太
郎
（
現
）
 

〇
公
明
党
 
小
松
 

保
（
現
）
 

〇
無
所
属
 
小
松
ト
ク
ォ
（
新
）
 

年
八
月
よ
り
工
事
が
開
始
さ
れ
、
建
設
 

場
所
も
上
野
原
か
ら
同
徳
市
に
移
転
全
 

面
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
園
舎
の
概
況
 

●
定
員
 

一
一
一
〇
名
（
一
五
〇
名
の
収
 

容
可
能
）
 

●
建
面
積
 
五
四
一
、
九
七
秤
ー
（
鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
）
 

※
保
育
虫
る
 
二
四
八
、
三
〇
呼
l
時
 

※
遊
戯
去
あ
 

九
〇
、
二
五
呼
ー
妨
 

※
教
員
虫
あ
 

三
〇
、
〇
〇
呼
ー
時
 

※
保
健
虫
あ
 

七
、
二
六
が
島
 

〇
無
所
属
 
小
松
 
政
清
（
現
）
 

〇
 

” 

武
末
 
義
信
（
現
）
 

〇
 

方 

立
花
 
杉
夫
（
現
）
 

〇
 

万 

早
麻
 

豊
（
現
）
 

〇
 

ガ 

日
高
 

進
（
新
）
 

〇
 

ガ 

平
元
 
光
年
（
新
）
 

〇
 

ガ 

水
水
 
康
雄
（
現
）
 

〇
呆
共
産
党
 

山
下
 
次
男
（
現
）
 

県 知 事 

県議会議員 

選

挙

 の
 

投
票
結
果
 

四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
、
県
知
事
、
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
小
雨
の
中
で
行
わ
 

れ
、
八
十
・
二
五
ダ
ト
の
投
票
率
で
し
 

た。 
開
票
は
、
即
日
、
町
民
会
館
で
行
わ
 

れ
、
各
候
補
者
の
得
票
数
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

⑥
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
、
六
千
八
 

百
八
十
五
人
で
し
た
。
 

〈
県
知
事
〉
 

得
票
順
 

〇
無
所
属
 
亀
井
 

光
 

二
、
八
九
九
 

〇
無
所
属
 
っ
ぼ
ぬ
ま
寿
義
 

ニ、三七」一 

※
候
補
者
得
票
数
の
合
計
兵
ニ
七
二
 

※
無
効
投
票
数
 

一一五」一 

〈
県
議
会
議
昌
…
・
得
票
順
 

〇
社
会
党
 
中
村
 
邦
臣
 

一
、
九
五
九
 

〇
無
所
属
 

ニ
ム
ラ
法
文
 

一
、
六
八
七
 

〇
自
由
民
主
党
白
田
中
 

仁
 

八
九
四
 

〇
民
社
党
 
土
井
 
秀
信
 

七
九
五
 

※
候
補
者
得
票
数
の
合
計
五
、
」
三
五
 

※
無
効
投
票
数
 

一八七 

、
ー
ノ
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ノ
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※
休
憩
虫
あ
 

一
一
一
、
一
五
坪
ー
 

※
給
食
虫
あ
 

三
〇
、
〇
〇
呼
ー
ト
防
 

※
調
乳
虫
あ
 

四
、
二
五
秤
ー
ト
妨
 

※
沫
浴
虫
あ
 

一
三
、
七
五
秤
ー
ト
防
 

※
発
室
兼
ホ
フ
ク
お
六
三
、
〇
〇
叫
ー
 

※
そ
の
他
 

二
二
三
、
六
六
秤
ー
ト
肪
 

園長 黒土 武夫 

桜
花
ら
ん
ま
ん
咲
き
乱
れ
る
四
月
四
 

日
、
上
野
保
育
所
の
新
園
舎
で
入
園
式
 

を
迎
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
に
県
や
町
、
又
各
関
係
者
 

方
の
ご
協
力
の
お
蔭
と
厚
く
感
謝
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

先
輩
園
児
と
新
入
園
児
の
元
気
あ
ふ
 

れ
る
お
顔
。
み
ん
な
よ
い
子
ば
か
り
。
 

こ
れ
か
ら
園
児
た
ち
は
集
団
生
活
に
一
 

日
も
早
く
慣
れ
て
、
幼
児
教
育
を
受
け
 

自
立
の
精
神
タ
兼
《
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
に
は
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
 

さ
ん
方
の
ご
協
力
と
、
保
母
の
先
生
方
 

の
大
変
な
努
力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

将
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
幼
児
 

た
ち
で
す
。
な
に
よ
り
も
初
歩
が
一
番
 

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
度
、
わ
た
く
し
新
園
長
に
就
任
 

し
、
新
た
め
て
幼
児
教
育
の
重
大
さ
を
 

感
じ
て
お
り
ま
す
と
同
時
に
、
こ
れ
か
 

ら
は
保
母
の
先
生
方
と
一
体
に
な
り
、
 

☆ 
和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
 

2
日
（
水
）
 

3
日
（
木
）
 

5
日
（
土
）
 

6
日
（
日
）
 

7
日
（
月
）
 

8
日
（
火
）
 

10 

日
（
木
）
 

11 

日
（
金
）
 

13 

日
（
日
）
 

14 

日
（
月
）
 

15 

日
（
火
）
 

16 

日
（
水
）
 

17 

日
（
木
）
 

18 

日
（
金
）
 

21 

日
（
月
）
 

27 

日
（
日
）
 

30 

日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
庫
ン
タ
世
 

メ
ー
デ
ー
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
 

博
多
ど
ん
た
く
 

こ
ど
も
の
日
 
端
午
 

立
夏
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
ー
ン
タ
m
) 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

愛
鳥
週
間
は
じ
ま
る
 

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
 

二
十
日
ま
で
の
十
日
間
 

町
民
体
育
祭
（
雨
天
の
場
 

合
は
 20 

日
に
順
延
）
 

母
の
日
 

種
痘
記
念
日
 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
 

風
治
八
幡
川
渡
り
神
幸
祭
 

十
七
日
ま
で
（
田
川
市
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
昨
ン
タ
世
 

国
際
善
意
デ
ー
 

小
満
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

消
費
者
の
日
 

園
児
た
ち
の
育
成
に
精
一
杯
努
力
し
て
 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ど
う
か
皆
様
方
の
ご
協
力
を
重
ね
て
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

慧原田信子 

福
智
山
を
真
上
に
、
上
野
が
一
望
出
 

来
る
高
台
に
建
設
さ
れ
た
、
す
ば
ら
し
 

い
保
育
所
。
 

町
長
さ
ん
は
じ
め
、
部
落
解
放
同
盟
 

や
大
勢
の
皆
様
方
の
お
陰
だ
と
感
謝
致
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

四
月
か
ら
、
こ
の
新
園
舎
で
の
生
活
 

を
は
じ
め
て
い
ま
す
が
慣
れ
な
い
為
、
 

少
々
と
ま
ど
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
 

に
か
新
し
い
環
境
に
慣
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
も
広
々
と
し
た
園
庭
で
 

力
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
わ
り
、
完
備
さ
れ
 

た
保
育
室
で
の
生
活
、
ほ
ん
と
う
に
こ
 

の
上
な
い
保
育
所
で
す
。
 

こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
 

保
育
所
を
最
大
限
に
生
か
し
、
一
人
一
 

人
の
お
子
さ
ん
た
ち
を
大
切
に
し
て
、
 

無
限
に
伸
び
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
 

お
子
さ
ん
た
ち
の
為
に
、
充
実
し
た
保
 

育
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

今
後
と
も
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
指
導
 

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 


